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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成28年5月12日(2016.5.12)

【公開番号】特開2015-132618(P2015-132618A)
【公開日】平成27年7月23日(2015.7.23)
【年通号数】公開・登録公報2015-046
【出願番号】特願2015-41310(P2015-41310)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｆ   1/84     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｆ    1/84     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年3月15日(2016.3.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
少なくとも第１の振動型流量計を通って流れる流体の音速を計算する方法であって、
１又は２以上の周波数で流量計を振動させる工程と、
振動応答を受信する工程と、
前記振動応答に基づいて、流体の第１の流体特性を生成する工程と、
前記振動応答に基づいて、流体の少なくとも第２の流体特性を生成する工程と、
第１の流体特性及び少なくとも第２の流体特性に基づいて、音速を計算する工程と、
を有する方法。
【請求項２】
更に、計算された音速に基づいて密度誤差を計算する工程を含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
更に、計算された密度誤差に基づいて密度を訂正する工程を含む、請求項２に記載の方法
。
【請求項４】
更に、計算された音速に基づいて質量流量誤差を計算する工程を含む、請求項１に記載の
方法。
【請求項５】
更に、計算された質量流量誤差に基づいて質量流量を訂正する工程を含む、請求項４に記
載の方法。
【請求項６】
第１の流体特性及び少なくとも第２の流体特性は、第１の密度測定と少なくとも第２の密
度測定を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
第１の流体特性及び少なくとも第２の流体特性は、第１の質量流量と少なくとも第２の質
量流量を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
振動型流量計を振動させる工程は、
第１の周波数で振動型流量計を振動させる工程と、
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更に、第１の周波数とは別の周波数である少なくとも第２の周波数で振動型流量計を振動
させる工程を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
更に、振動応答を、振動応答の第１の周波数成分と、振動応答の少なくとも第２の周波数
成分に分離する工程を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
第１の流体特性は、振動応答の第１の周波数成分に基づき、少なくとも第２の流体特性は
、振動応答の少なくとも第２の周波数成分に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
振動型流量計を振動させる工程は、
第１の周波数で振動型流量計を振動させる工程と、
振動応答を、第１の周波数成分と、少なくとも第２の周波数成分に分離する工程を含み、
第１の周波数成分と少なくとも第２の周波数成分は、第１の周波数での振動によって生成
される、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
更に、
　少なくとも第２の振動型流量計を振動させる工程と、
第１の振動型流量計から第１の流体特性を生成する工程と、
少なくとも第２の振動型流量計から少なくとも第２の流体特性を生成する工程とを有する
、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
第１の振動計及び少なくとも第２の振動計を振動させる工程は、
第１の周波数で第１の振動計を振動させる工程と、
第１の周波数とは別の、少なくとも第２の周波数で少なくとも第２の流量計を振動させる
工程を有する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
第１の流体特性及び少なくとも第２の流体特性は、第１の密度測定及び少なくとも第２の
密度測定を備え、第１の密度測定は既知の流体密度から生成される、請求項１に記載の方
法。
【請求項１５】
第１の流体特性及び少なくとも第２の流体特性は、第１の密度測定及び少なくとも第２の
密度測定を備え、更に、
　第１の密度測定を予測された密度測定と比較する工程と、
　第１の密度測定と予測された密度測定との差がしきい値未満であれば、第１の密度測定
は現実の流体密度を含むと判断する工程とを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
第１の流体特性及び少なくとも第２の流体特性は、第１の質量流量と少なくとも第２の質
量流量を備え、更に、
　第１の質量流量を予測された質量流量と比較する工程と、
　第１の質量流量と予測された質量流量の差が、しきい値未満ならば、第１の質量流量は
現実の質量流量を含むと判断する工程とを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項１７】
第１の流体特性及び少なくとも第２の流体特性は、第１の密度測定及び少なくとも第２の
密度測定を備え、更に、
　第１の密度測定を予測された密度と比較する工程と、
　第１の密度測定と予測された密度測定との差がしきい値を越えていれば、現実の流体密
度と流体の音速を計算する工程とを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項１８】
第１の流体特性及び少なくとも第２の流体特性は、第１の質量流量と少なくとも第２の質
量流量を備え、更に、
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　第１の質量流量を予測された質量流量と比較する工程と、
第１の質量流量と予測された質量流量の差が、しきい値を越えていれば、現実の質量流量
と流体の音速を計算する工程とを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項１９】
振動センサ(１０４、１０５、１０５‘)と該振動センサに結合されたメータ電子機器(２
０)を含むメータアセンブリ(１０)を備えた、流れ流体の音速を計算する振動型流量計に
おいて、
　メータ電子機器(２０)は、
振動センサからの振動応答を受信し、
　前記振動応答に基づいて、流体の第１の流体特性を生成し、
　前記振動応答に基づいて、流体の少なくとも第２の流体特性を生成し、
　第１の流体特性と少なくとも第２の流体特性とに基づいて、音速を計算するように構成
されている、振動型流量計(５)。
【請求項２０】
第１の流体特性と少なくとも第２の流体特性は、第１の密度測定と少なくとも第２の密度
測定を備える、請求項１９に記載の振動型流量計(５)。
【請求項２１】
第１の流体特性と少なくとも第２の流体特性は、第１の質量流量と少なくとも第２の質量
流量を備えている、請求項１９に記載の振動型流量計(５)。
【請求項２２】
第１の流体特性は、振動応答の第１の周波数成分に基づき、少なくとも第２の流体特性は
、振動応答の少なくとも第２の周波数成分に基づく、請求項１９に記載の振動型流量計(
５)。
【請求項２３】
　メータ電子機器(２０)は更に、第１の周波数及び少なくとも第２の周波数で振動型流量
計５を振動させるように構成され、少なくとも第２の周波数は第１の周波数とは異なる、
請求項１９に記載の振動型流量計(５)。
【請求項２４】
メータ電子機器(２０)は更に、振動応答を第１の周波数成分と少なくとも第２の周波数成
分とに分離するように構成されている、請求項１９に記載の振動型流量計(５)。
【請求項２５】
メータ電子機器(２０)は更に、第１の周波数で流量計を振動させ、振動応答を第１の周波
数成分と少なくとも第２の周波数成分とに分離するように構成され、
第１の周波数成分と少なくとも第２の周波数成分は、第１の周波数での振動により生成さ
れる、請求項１９に記載の振動型流量計(５)。
【請求項２６】
第１の流体特性と少なくとも第２の流体特性は、第１の密度測定と少なくとも第２の密度
測定を含み、第１の密度測定は既知の流体密度から生成される、請求項１９に記載の振動
型流量計(５)。
【請求項２７】
第１の流体特性と少なくとも第２の流体特性は、第１の密度測定と少なくとも第２の密度
測定を含み、メータ電子機器は更に第１の密度測定を予測された密度と比較するように構
成され、第１の密度測定と予測された密度の差がしきい値未満であれば、第１の密度測定
は実際の密度を備えると決定するように構成される、請求項１９に記載の振動型流量計(
５)。
【請求項２８】
第１の流体特性と少なくとも第２の流体特性は、第１の質量流量と少なくとも第２の質量
流量を備え、メータ電子機器は更に、第１の質量流量を予測された質量流量と比較し、第
１の質量流量と予測された質量流量の差が、しきい値未満であれば、第１の質量流量は実
際の質量流量を備えると決定するように構成される、請求項１９に記載の振動型流量計(
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５)。
【請求項２９】
メータ電子機器(２０)は更に、計算された音速に基づいて密度誤差を計算するように構成
されている、請求項１９に記載の振動型流量計(５)。
【請求項３０】
メータ電子機器(２０)は更に、密度誤差に基づいて密度を訂正するように構成されている
、請求項２９に記載の振動型流量計(５)。
【請求項３１】
メータ電子機器(２０)は更に、計算された音速に基づいて質量流量誤差を計算するように
構成されている、請求項１９に記載の振動型流量計(５)。
【請求項３２】
メータ電子機器(２０)は更に、質量流量誤差に基づいて質量流量を訂正するように構成さ
れている、請求項３１に記載の振動型流量計(５)。
【請求項３３】
第１の流量計(５Ａ)と、少なくとも第２の流量計(５Ｂ)と、第１の流量計(５Ａ)及び少な
くとも第２の流量計(５Ｂ)に連結された処理システム(７０７)を備えた流れ流体の音速を
計算する振動型流量計システム(７００)は、
　処理システム(７０７)が、
　　第１の流量計(５Ａ)から第１の振動応答を受信し、少なくとも第２の流量計(５Ｂ)か
ら少なくとも第２の振動応答を受信し、
　　第１の振動応答に基づいて流体の第１の流体特性を生成し、
　　少なくとも第２の振動応答に基づいて流体の少なくとも第２の流体特性を生成し、
　　第１の流体特性及び少なくとも第２の流体特性に基づいて流体の音速を計算するよう
に構成されている振動型流量計システム(７００)。
【請求項３４】
第１の流体特性及び少なくとも第２の流体特性は、第１の密度測定及び少なくとも第２の
密度測定を含む、請求項３３に記載の振動型流量計システム(７００)。
【請求項３５】
第１の流体特性及び少なくとも第２の流体特性は、第１の質量流量及び少なくとも第２の
質量流量を含む、請求項３３に記載の振動型流量計システム(７００)。
【請求項３６】
処理システムは更に、第１の周波数で第１の流量計(５Ａ)を振動させ、少なくとも第２の
周波数で少なくとも第２の流量計(５Ｂ)を振動させるように構成され、少なくとも第２の
周波数は第１の周波数とは異なる、請求項３３に記載の振動型流量計システム(７００)。
【請求項３７】
第１の流体特性及び少なくとも第２の流体特性は、第１の密度測定及び少なくとも第２の
密度測定を含み、第１の密度測定は既知の流体密度から生成される、請求項３３に記載の
振動型流量計システム(７００)。
【請求項３８】
第１の流体特性及び少なくとも第２の流体特性は、第１の密度測定及び少なくとも第２の
密度測定を含み、処理システム(７０１)は更に、
　第１の密度測定を予測された密度測定と比較し、第１の密度測定と予測された密度測定
の差がしきい値未満であれば、第１の密度測定は実際の流体密度を含むと決定するように
構成されている、請求項３３に記載の振動型流量計システム(７００)。
【請求項３９】
第１の流体特性及び少なくとも第２の流体特性は、第１の密度測定と少なくとも第２の密
度測定を備え、処理システム(７０１)は更に、
　　第１の密度測定を予測された密度測定と比較し、第１の密度測定と予測された密度測
定の差がしきい値を越えれば、実際の流体密度及び流体の音速を計算するように構成され
ている、請求項３３に記載の振動型流量計システム(７００)。
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【請求項４０】
第１の流体特性及び少なくとも第２の流体特性は、第１の質量流量及び少なくとも第２の
質量流量を備え、処理システム(７０１)は更に、
　　第１の質量流量を予測された質量流量と比較し、
　　第１の質量流量と予測された質量流量の差が、しきい値未満であれば、第１の質量流
量は実際の質量流量を備えると決定するように構成される、請求項３３に記載の振動型流
量計システム(７００)。
【請求項４１】
第１の流体特性及び少なくとも第２の流体特性は、第１の質量流量及び少なくとも第２の
質量流量を備え、処理システム(７０１)は更に、
　　第１の質量流量を予測された質量流量と比較し、
　　第１の質量流量と予測された質量流量の差が、しきい値を越えていれば、現実の質量
流量と流体の音速を計算するように構成されている、請求項３３に記載の振動型流量計シ
ステム(７００)。
【請求項４２】
処理システム(７０１)は更に、計算された音速に基づいて密度誤差を計算するように構成
されている、請求項３３に記載の振動型流量計システム(７００)。
【請求項４３】
処理システムは更に、計算された密度誤差に基づいて密度を訂正するように構成されてい
る、請求項４２に記載の振動型流量計システム(７００)。
【請求項４４】
処理システム(７０１)は更に、計算された音速に基づいて質量流量誤差を計算するように
構成されている、請求項３３に記載の振動型流量計システム(７００)。
【請求項４５】
処理システム(７０１)は更に、計算された質量流量誤差に基づいて質量流量を訂正するよ
うに構成されている、請求項４４に記載の振動型流量計システム(７００)。
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